
 - 1 - 

2024年 9月 

 
販売部 営業支援課 

 

XSEL-R/Sから XSEL-RA/SAへの置換えの注意点 
 

置換えにあたりましては下記の注意点をご確認いただきたくお願いいたします。 

 

● XSEL-R/Sの受注中止にあたり XSELへの置換えとなります。 

（受注中止）  （代替機種） 

XSEL-R/S/RX/SX/RXD/SXD  XSEL-RA/SA/RAX/SAX/RAXD/SAXD 
 

● I/Oの互換性について 

  PIO仕様：互換性あり 

  フィールドネットワーク仕様：互換性あり 

  ※フィールドネットワーク設定用ファイルの変更のみ必要となります。 

  （CC-Link、DeviceNet、PROFIBUS-DPは除く） 
 

● データ転送について 

   (1) パラメーター 

  XSEL-R/Sと XSEL-RA/SAではパラメーターが細部で異なる箇所があります。 

  そのため、パラメーターをそのまま転送する事はできません。 
  

(2) プログラムデータ 

  XSEL-R/Sで使用していたプログラムを XSEL-RA/SAに転送して使用する事は可能です。 
  

  (3) ポジションデータ 

  XSEL-R/Sで使用していたポジションデータを XSEL-RA/SAに転送して使用する事は可能です。 
 

● コントローラーの起動時間について 

コントローラーの起動時間が長くなる場合があります。 

装置の機器異常確認を行っている場合、待機時間が過ぎて異常検出してしまうことがあります。 

その際は、コントローラーの起動時間をご確認いただき、待機時間の見直しをお願いします。 

 

💡💡 注意点（詳細）について、次のページより説明いたします。 
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１．外形寸法・取付寸法 

外形寸法は異なります。 

以下の外形寸法図をご確認ください。 

 

(1) XSEL-R/S 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1：接続する軸に 1軸でもアブソリュート仕様が含まれている場合は、 

アブソリュート仕様の外形寸法になります。 
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(2)XSEL-RA/SA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1：接続する軸に 1軸でもアブソリュート仕様が含まれている場合は、 

アブソリュート仕様の外形寸法になります。 

 

 

 

(注 1) 

(注 1) 
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２．一般仕様 

  XSEL-R/Sと XSEL- RA/SAの違い 

 

項目 XSEL-R/S XSEL-RA/SA 
上位 

互換性 

電源電圧 
単相 AC200V～230V±10% 単相 AC200V～230V±10% 

〇 
三相 AC200V～230V±10% 三相 AC200V～230V±10% 

電源容量 

(接続可能 

合計 W 数) 

単相 1600W 単相 1600W 

〇 
三相 2400W 三相 2400W 

使用周囲温度 0～40℃ 0～40℃ 〇 

使用周囲湿度 
湿度 85％RH 以下 

(結露無き事) 

湿度 5％～85％RH 以下 

(結露無き事) 
〇 

プログラム 

登録可能数：128 プログラム 

合計ステップ数：9999 

並列可能プログラム数：16 

登録可能数：255 プログラム 

合計ステップ数：20000 

並列可能プログラム数：16 

〇 

ポジション数 16000 点（8 軸時）※1 25384 点（8 軸時）※1 〇 

PIO 点数(Ｎ１選択時) 入力 32 点/出力 16 点 入力 32 点/出力 16 点 〇 

PIO 点数（最大） 

(すべて N3 選択時) 
入力 96 点/出力 96 点 入力 96 点/出力 96 点 〇 

重量 
最大 5.8kg 

（XSEL-R/S 8 軸仕様) 

最大 6.0kg 

(XSEL-RA/SA 8 軸仕様) 
〇 

記憶装置 フラッシュ ROM フラッシュ ROM 〇 

 
※1：制御軸数により可変。6 軸時は 30000 点 
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3．電源・非常停止配線 

・XSEL-R/Sと XSEL-RA/SAの電源及び、非常停止回りの配線は同一です。 

  

・非常停止用システム I/Oのコネクタが 9ピンから 10ピンに変わっています。 

 基本的には 9-10ピンは短絡状態で使用してください。 

 もしご使用になる場合は、XSEL-RA/SA用 取扱説明書をご参照ください。 

 

・XSEL-RA/SAはティーチング BOX検出用のリレーがありません。 

 そのため、ティーチングコネクタに付属のダミープラグ(DP-2)を 

必ず接続するようにお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．I/O配線 

(1)XSEL-R/Sと XSEL-RA/SAの入出力信号の点数は同じです。 

同じ型式の I/Oボードを選択してください。 

N1 NPN ボード 入力 32/出力 16  P1 PNP ボード 入力 32/出力 16 
N2 NPN ボード 入力 16/出力 32 P2 PNP ボード 入力 16/出力 32 
N3 NPN ボード 入力 48/出力 48 P3 PNP ボード 入力 48/出力 48 

 

  (2)XSEL-R/Sと同様に、XSEL-RA/SAはフラットケーブルに 

   +24Vの電源供給が必要です。 

 

  (2)XSEL-R/Sと XSEL-RA/SAのフラットケーブルは同じです。 

   ・入力 32/出力 16または入力 16/32用フラットケーブル 型式：CB-X-PIO□□□ 

   ・入力 48/出力 48用フラットケーブル 型式：CB-X-PIOH□□□ 

 

 

【DP-2】 

【XSEL-RA/SA】 

図 3-1 XSEL-RA/SA ダミープラグ(DP-2)接続例 
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入出力信号表(NPN 仕様 入力 32/出力 16)  XSEL 型式表示：N1 
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入出力信号表 (NPN 仕様 入力 48/出力 48)  XSEL 型式表示：N3 
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5．フィールドバス 

 XSEL-RA/SAは以下のフィールドバスに対応しています。 

 XSEL-R/Sとはパラメーターを設定する箇所(No.)などが異なりますので、ご注意ください。 

 詳細につきましては、各フィールドバスの取扱説明書をご参照ください。 

 

フィールドバス 取扱説明書管理番号 
DeviceNet MJ0124 
CC-Link MJ0123 

PROFIBUS-DP MJ0153 
EtherNet/IP MJ0308 
EtherCAT MJ0309 

 
 

 

6．モーター・エンコーダーケーブル 

モーターケーブル・エンコーダーケーブルはそのまま流用が可能です。 

 

 

7．データ入力ツール（ティーチングボックス・パソコン対応ソフト） 

（1）ティーチングボックス 

・TB-02/03(推奨機種) 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ７-1 TB-02 

・TB-01 
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（2）パソコン対応ソフトをお持ちの方 

バージョンアップは弊社ホームページにて無償で行うことができます。 

(あらかじめ、登録する必要があります。) 

お使いのパソコン対応ソフトが XSEL-RA/SA につながらない場合は、 

最新版にバージョンアップしてください。 

(対応バージョン：V13.00.00.00 2016年7月 以降） 
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8．お問合わせ先 

ご不明な点がございましたら、下記までご連絡をお願いいたします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

 

 


